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研究成果の概要（和文）：本研究では、クラウド型アクセシビリティ支援システムを開発し、大学教育における
合理的配慮の自動化を①一部自動化②部分的自動化③完全自動化の3段階で段階的に進める実証実験を行った。
また、クラウド型支援による合理的配慮のコモディティ化傾向を定性的に評価するとともに、大学教育における
アクセシブルデザインについて理論的な整理した。具体的には、１）遠隔字幕支援システムの構築及び実証実験
 ２）支援プロセスの自動化に関する現象論的解析　３）１）２）に関する自動化率・コモディティ化水準の評
価 を行った。結果１）においては②の水準、２）においては①の水準での自動化に関する現象論的理論を整理
することが出来た。

研究成果の概要（英文）： In this study, we developed a cloud-based accessibility support system and 
conducted a demonstration experiment to automate reasonable accommodations in university education 
in three stages: (i) partial automation, (ii) semi-automation, and (iii) full automation. 
Additionally, we qualitatively evaluated the commoditization trend of reasonable accommodations 
through cloud-based support and theoretically organized accessible design in university education. 
 Specifically, we (1) constructed and demonstrated a remote captioning support system, (2) conducted
 a phenomenological analysis of the automation of support processes, and (3) evaluated the 
automation rate and level of commoditization concerning (1) and (2). As a result, we were able to 
theoretically organize the phenomenological theories regarding automation at the (ii) level for (1) 
and the (i) level for (2).

研究分野： 教育工学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、多様な学生へのアクセシビリティ対応が大学教育の課題となっている。大学教育が提供できる合理的配慮
の内容は、個別の大学が準備できる支援資源に依存しており、結果過重な負担を伴う配慮を提供せざるを得なく
なっている大学も少なくない。本研究は、汎用性の高いクラウド支援サービスを基盤として、情報支援の自動
化・コモディティ化を図るとともに、「いつでも」「どこでも」「だれでも」利用可能・提供可能な支援及び大
学教育のアクセシブルデザインの提案を行うものであり、自動化・コモディティ化の実効性・実用性を明らかに
している。合理的配慮のコモディティ化に資する基礎研究として本研究の社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 

2016 年 4 月 1 日に障害者差別解消法が施行され、大学教育においても障害のある学生のアク

セシビリティに関する合理的配慮が法的に求められるようになった。一方大学教育の現場では、

近年、視覚や聴覚の障害や肢体不自由がある学生に加えて、学習症や自閉スペクトラム症のある

学生、社交不安障害や気分障害等の精神疾患、高次脳機能障害や難病を抱えている学生等、多様

な学生の修学上の社会的障壁の所在が良く知られるようになり、増大とともに多様化するアク

セシビリティニーズに対する合理的な配慮・調整・支援に関する課題が明らかになりつつある。

また大学教育における合理的配慮のニーズは、障害者差別解消法等の影響だけでなく、グローバ

ル化やアクティブ・ラーニング等の大学教育の変革も相まって、近年多様化とともに質的にも高

度化している。 

このような背景の中、大学教育における情報支援・コミュニケーション支援に関わる個別の教

育機関における負担増とリソース不足が大きな課題となっている。例えば、聴覚障害のある学生

への合理的配慮として行われている、従来型のパソコン要約筆記は、タイピング技術と要約技術

の両方が必要となり、通訳者の負担も大きく技術的ハードルも高いため、高度に専門的な内容の

通訳が求められる大学・大学院の受業において支援者を確保することは容易ではない。グローバ

ル化により他言語対応が求められる場面は、さらに支援者の確保を困難にしている。例えば、ア

クティブ・ラーニングやグループワークを苦手とする学生に対しては、作業のスモールステップ

化やコミュニケーション上の配慮等が求められるが、多くの教員にとってこのような学生との

ギャップを埋める作業は容易ではない。 

このようなニーズに対しては、特別な支援技能を持った通訳者や介助者、コミュニケーション

ギャップの調整ができるチューターや TA 等の特別な支援者（マンパワー）に頼らざるを得ない

現状があり、高度に専門的な内容を議論する大学教育の現場では、筆記通訳や音訳・点訳作業や

カウンセリングに過剰な労力を要するだけでなく、特別な技能を有する支援者や専門的なアセ

スメントができる人材の確保も容易ではないため、情報保障・情報支援の質的担保にも多くの課

題を抱えている現状がある。 

人・時間・物を限定する特別な支援には限界があり、往々にして過重な負担を伴いやすい。高

度に専門的な内容を議論する大学教育の現場で、過重な負担を伴わずにアクセシビリティに関

する質の高い合理的配慮を提供していくためには、合理的配慮に付随する人・時間・場所の制約

を最小化し、「誰でも」「いつでも」「どこでも」可能な合理的配慮、すなわち合理的配慮のコモ

ディティ化（汎化）が必要である。 

 

２．研究の目的 

 

本研究では、多様な障害のある学生の受講上のアクセシビリティを支援する ICT（AICT）

を大学教育に実効的に導入するクラウド型アクセシビリティ支援システム（CASS）を開



発するとともに、個別の大学の規模やリソースに大きく影響を受けない、「誰でも」「いつでも」

「どこでも」可能な合理的配慮のコモディティ化（汎化）を図ることを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 

本研究では、大学の授業や

支 援 に CASS （ Cloud 

Accessibility Support 

System）を導入し、大学教

育における合理的配慮の自

動化を①一部自動化②部分

的自動化③完全自動化の 3

段階で段階的に進める実証

実験を行い、CASS 導入によ

る合理的配慮のコモディ

ティ傾向を定性的に評価

するとともに、CASS 導入を

前提として大学セルフコンシステントに焼き直す大学教育の AD（Accessible Design）の

理論研究を行う。 

本研究では、今後の技術進歩や利用コストの低下が期待できるクラウド技術を、ブラウザベース

で稼働するサポートシステム上で運用し、大学間リソース・シェアリング等により運用コスト及

び技術的コストを抑えることを可能とする、実用的なクラウド型アクセシビリティ支援システ

ムの構築を行う。本研究では、AICT を活用した教育支援方法の最適化のために、クラウド型ア

クセシビリティ支援システムの開発を、①リアルタイム②タイムシフト③アーカイブの 3

つのフェイズに分類して進める。研究期間内にスマートフォンや安価なタブレット端末からユ

ビキタスに利用可能なサポートシステムを構築し、大学で行われる授業に対して遠隔サポート

等の実証実験を行うとともに、AICT 開発企業や点字図書館や発達障害者支援センター等の専門

機関からの情報収集を行い、テキストマイニング等の手法を用いて、各フェイズにおけるアクセ

シビリティニーズ特性と AICT クラウドシステムの性能特性を明らかにする。 

さらにここで明らかになる知見をもとに、AICT のユビキタスな利活用を前提とした大学教育の

AD（Accessible Design）理論をセルフコンシステントに整理・構築し、過度な負担なく合理的

なアクセシビリティ対応を可能とするスマート・アクセシビリティサポートの方法論を提案す

るとともに、導入コスト・運用コスト・技術コスト・汎用化指標等を評価・分析し、AICT ユビ

キタス支援による合理的配慮のコモディティ化傾向を、定性的に評価する。 

 

 

 



４．研究成果 

 

本研究では、大学の授業や支援にクラウド型アクセシビリティ支援システム（CASS:Cloud 

Accessibility Support System）を導入し、大学教育における合理的配慮の自動化を①一部自動

化②部分的自動化③完全自動化の 3 段階で段階的に進める実証実験を行い、CASS 導入による合

理的配慮のコモディティ傾向を定性的に評価するとともに、CASS 導入を前提として大学教育を

セルフコンシステントに焼き直す大学教育の AD（Accessible Design）について理論的な整理を

行った。 

具体的には、 

（１）遠隔字幕支援システムの構築及び実証実験  

（２）支援プロセス（アセスメント・調整・手配）の自動化に関する現象論的解析（テキスト  

解析・相関分析・分類・定式化）  

（３）（１）（２）に関する自動化率・コモディティ化水準の評価  

を行った。 

（１）遠隔字幕支援システムの構築及び実証実験においては、自動化レベル１～３の混合支援を

実施し、支援者の育成時間を含むコスト評価を行い、レベル１～レベル３の混合支援が従来型の

支援（レベル０）に置き換わり得ることをベンチマークとともに明らかにした。さらに現象論的

な要約需要とコストについて評価を行い、生成 AI の活用を含む次世代型の遠隔字幕支援システ

ムの課題と可能性についても整理を行うことが出来た。 

本研究は、申請時には想定しえなかったコロナ禍の影響があり、リモート授業の普及があった

ため、当初予定より汎用性の高いシステムを基盤として実証実験を行うことが出来、自動化率・

遠隔字幕支援システム概念図 

コスト評価の定式化 



コモディティ化水準を想定より高い水準で実現することができるとともに、高い水準での自動

化・コモディティ化の推進に関する新たな課題を整理することが出来た。さらに研究期間中に生

成 AI の普及があり、生成 AI を活用した CASS の課題整理および設計を行うことが出来た。 

（２）支援プロセスの自動化においては、主にアセスメントプロセス、マネジメントシステム

の現象論的解析により、クラウド型アセスメント・情報共有システムの自動化・コモディティ化

に資する基礎データの収集及び、クラウド型電子カルテや生成 AI による助言システムの設計に

関する課題を明らかにするとともに、次世代型の CASS 及び現象論的 AD 理論について整理する

ことができた。 
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